
≡二>｣ ^-　　　ぎ:≡よIi;嚢葉書喪宝達壷　重苦
二幸薫き藁三　軍萱

八戸工業大学 電気工学科　　　十文字正憲　鹿野哲生
エネルギー工学科　　内山晴夫

掴asanor i JYU掴0NJ上　　すetsuo KA掴¢　　　Haruo UCHIYA掴A 辛

Hachinone ‡nst沌ute of TecnoⅠogy ,臣!ectorsea! Engineering ,

Energy Engmeering

Yamase wind - very闇e七and cold wind l行om the Okhotsk Sea causes very lo財

tempe柑ture and dense fog from Sanrはu Coast to Shimok沌a Pen喜nsu暑a　痛su打mer

season, and rests粍in a very bad agricu圧Iire disarster almost every year.菅n

order　七o observe Yamase fog and establish七he coiint即P弓ot aga摘st　托, laser

ra由r observation of Yamase fog have been performed du再ng these 10 years.書n

this paper, charac七e再st毒cs of Yamase f喝　毒n柚ese 10 years are presented and

離scussed in detai5

1.はじめに

三陸海岸から下北にかけて吹き込むいわゆる　rやませ｣は低温とそれに付属する濃霧による
田原不足により毎年のように深刻な交通障害や農業災音をもたらしている｡
本報告では､我々が過去1 0年かけて観測した　rやませ霧｣の観測結果について報告する｡

2.観測装置について
レーザレーダシステムについては本シンポジウム予稿集P-1 8を参照されたい｡

3.レーザ.レーダ観測によって明らかになったこと
1)霧の水平出垂直分布

r華ませ霧｣の水平および垂直プロブイ-ルが始めて明らかになった｡特に垂直分布
に関しては次の知見が得られた｡
①轟の密度のピークの高度は1OQ-200mが多く､高くてもせいぜい5Q0-ァOG mであるO
②おおむねシングルピークであるが､ダブルおよびトリ,プルピークの時も見られた.
③接地型および非接地型の2種類の霧がある｡

2)見かけのスピード･周期
霧は発生後停滞する事が多く､そのときの霧の見かけのスピードは高々　0.5 - 2

m/secと低い｡　卓越する周期は200分～数十分と長い0
3)睦霧と海霧の違い

陸霧と海霧では密度分布のパ嚢-ンが違い､前者が複雑なパターンであるのに対し､
後者はスムーズな形をしている｡　また､ )も声海岸に関しては､霧は海岸線から内陸
5 km付近に停滞することが多かった｡

卑)霧の層の厚さ

霧の層の厚さは100 - 800 m程度であって､層の厚さの割には光学的厚さが厚く､
いわゆる｢下層雲Jと呼ばれるものである｡ R捌　表示により､霧の層の厚さの時間的
な勤的振る舞いも明らかにできた｡

F盲g. 1　　妄g.机ま実際に観測されたデータの一例を示したものである｡
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野暮富8確　やマせ魔の発生開始時の水平分布観測鰍
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Fig. 2　ヤマセ報の鉛直分布観測例
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(b)

偏g｡　(a)馬の垂直方向の見かけのスピードの
時系列と(b)そのフーリエ解析結果
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Fig. 4　ヤマセ務の贋の厚さの時間変化
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